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7&i.HLDGsτΣΪϥ ⱧỘ χ︡Ϥ ϙχσΤπʺ従来のデザイン思考が孕んでいる

問題ˢ ᾽ẁ ᾓϬΩ ♪ΰοΜσΥϣ᾽ẁ Υꜛ ΰσΜˣを㈱NTT データ数理シス

テムの S4 Simulation System ˢӟᴞˮS4˯ρ Ṝˣが補完する可能性Ϭ ᾋΰθʻ „

χם ψʺάχṓξΦτ♩ϥϘπχὊӳχЍϱЅϴІЕ ʺΣϢό ⱧỘЯДиχ

▀Ϭ ρΰθʺS4 を核としたエコシステム（フロー）の可能性の示唆ϘπϬ“ΜθΜʻ 



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

・全事業会社横断「未来生活イノベーションWG」の発足

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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What is 「未来生活イノベーションWG」?

■「未来生活イノベーションWG」は、新事業創出に向けた事業会社横断型の
PJである。

家事と夫婦愛の未来、遺伝子と商品開発の未来、経済の未来、冷食技術の未
来、通勤のない未来、健康の未来、食の未来、など11の未来アイデア

■顧客の「未来生活」を考えビジネスを作るところに、私が思うこのPJの
エッセンスがある。
※「未来」 ӂSDGs諸課題、AI、シンギュラリティ、人口減少、イーロン・マスク、火星、昆虫食、完全食、

可動産（MaaS ）、再生医療、etc...

※「未来」の概念は、LTV、リスク、シナリオなどとともに管理会計上の概念になり得る。



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

・新事業案としてのフードロスレストラン

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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フードロスに対する消費者の社会的関心の高さ
（エネルギー）に注目。

サプライチェーン上の川上発想ではなく、
（7&i.HLDGs の野菜工場の取り組み、発注精度の向上、1/3 ルールの見直しなど）

川下の顧客体験に訴えることで、
新しい食文化

（安くて、旨くて、正しい食の在り方）を提案したい。
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LOVE Ẁ PEACEṡ֘ԃԝ֪֧Ԑ ֦Ԑԝ֣֩ḭRaaSṕ=Restaurant as a Service ṖṢ

︡ שּ פּ

֡ԃԎ֪ԃ

ṡ ḵṢךּ︡

ḵḴ

שּ ḭ שּ ḭ
ךּ︡

¥

ḱ

AI ṇ

or

ṧךּ︡

キーワード ： < 機動性の高いFMT > 、< LTVとサブスク> 、< AI> 、< Foodloss ×FoodTech >



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

・S4の導入、およびそこからの気づき

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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S4はPoC（Proof of Concept ：実証実験）ツールになることを認識するとともに、
同時にデザイン思考の欠陥を補完するのでは、と仮説を持つ

㈱NTT データ数理システム「S4 Simulation System 」による
シミュレーションモデルを作成

（※ 8㌻のビジネスモデルに至る前段階のモデル）



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

・ペルソナとカスタマージャーニーマップの恣意性・予定調和化という根本欠陥

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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What is デザイン思考（Design Thinking ）?

■Design = De （否定） + sign （記号）

= １つの記号体系の否定・別解（絶望の中に希望、解釈学）

= 違った風に考えること

■顧客体験を最重要視し、代表的な概念・ツールとして以下の２つがある。
※カスタージャーニーマップの時間微分がペルソナ

・ペルソナ（原義は「仮面」、対義語は「アニマ」）

・カスタマージャーニーマップ（CRMと本質は同じ ※ジャーニービルダー、双六）



13

デザイン思考の過程では、付箋やイラストを多用・活用して、想像力を高めるということをよくします。
※上図のホワイトボードは、テキサスのIBM のオフィス写真
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Ṝ∏ЪϱрЕ

Μ κ
# ṷ ◕ṷט ϘϦ #80后（パーリンホウ） # ᶘᾆẕ #留学 ẩק# һ
#Ὣₒ # #₈ᵕψᶘᵓχθϛ

▫Ⱨӟᵰχọ / # ˢ ᾠʺMusilˣ
#ЩиЍзрϽ ※2020年オリンピックでは横浜エリアでの競技実施

ᴣ Ḣʾ◘―
# ϬβΩτל Πϥ #ổϤ #Ẹ Υ Μ #ΩếйЦиτ› ︠Ṱ
# ỆϬ ΦϘΨμο ϥ #ԁ #ⁿΥ Μ # ΰΜϜχῨΦ

ḧḩἰ
V 研究者のネットワークが基本 ̞ζϦӟᵰχ ψ ʻ
V ⅎψʺ ⱲΤϣχ ˢקẩ һχχκὫₒʺ◓ằϬ Τϥˣ

Μ ІЌϱи

V ˮ Μ˯ψΰσΜʺ ΰθᾗ ʻὰ ᴪʻ
V χθϛʺꜛ χ ᶨ Ϭ ΞάρΥ Μʻ
V ϱрГзϯτάιϩϥʻ
V 台湾そごうの利用客

χ₉Ϥέρ
V ᾆẕτ ΰοʺνΜνΜ ⱧΥ Ττσϥʻ
V ל σ ϙρΰοʺ家族と離れ離れρΜΞχΥΚϥʻ孤独ʻ

名前・年齢 職業 家族構成 収入 住まい 学歴

ʾ33 ᶘᾆẕּי 4 ᴪ
ˢⅎʾ◓ằ2 ˣ

500万円 Ằ ᶘˢ ●ˣ

ペルソナ事例
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想定シーン（妻にプレ
ゼント、思い出消費）

以前→ →開始→ →途中→ →以後

U
X
“
（客観的
事象）

#ᶘᵓχᴅ ᵫ℗ΥὨϘϥ
# “Ṑχ︣
# χẶ ᾆẕּיτ ▀
# ζέΞτ“Ψ
#アプリ「discovery 」を知る
# βϥ

# το κ›ϩδ
#ϺаІЕτᵓμοΩ ψʺιϘϤ
κʺ Ϭζϣΰ κ

# ῎Υ ῢτσϥ

#妻との思い出話
#ⅎτⱨ›μοΜθʺ ΜЫТж˔ρʺζχⱲ
ꜛ ψϷйрЅχ ӸΜϬ οΜθάρϬ◘
Μ βʻ
#Σββϛ ӛϬΰοϜϣΜʺ† ʻ

#ṑ
#ⅎτФйЉрЕ β
#ϺаІЕ ᴣ
# ζέΞτ“Ψ

М˔Е
（気持）

#ˮΚΚʺ ʻ˯
#ˮ離れた家族にプレゼントを探した
い˯
#ˮӰχ ʺ Ττ τ τ
μοϕΰΜ˯

#ˮρϤΚΠγᵓΠοϢΤμθ˯
#ˮ ῎Υ ︣ισΚ˯
#ˮԊ χΜΜ ιΪςʺϞψϤừ
βϥσΚ˯

#ˮΚϭσάρʺΚμθσΚ˯
#ˮ ︣τʺ◘Μ ήδοΨϦθϭισΚ˯
#ˮΞϦΰΜσΚ˯

#ˮ懐かしく、優しい気持ちになれました。
ありがとう。˯
#ˮΚ˂ ζέΞπϜϺаІЕЂ˔РІ
Υ◐Ϙμθ˂˯

ḇ
ЪϱрЕ

̙海外そごうと日本そごうのシーム
レスな連携
̙ˮdiscovery˯χ ϦθUIʺΣϢό

ḇ τṁξΨAIЫАЎрϽχ

̙印象ˢ  τόϩϦσΜЮϱϼ
ρТϮАЄдрˣ
̙語学力ˢ7CNρ ὀΰοễӾˣ

̙思い出と消費の融合
̙ϺаІЕЪϱрЕ˷ϷЭИˢ֕ 7 Ϊ︡
Ϥˣχ›ϩδṪ

̙事後評価の仕組みがあり、それは今後
の更なるサービス改善につながることが
顧客に理解される。
̙ᵤᵰζέΞρЂ˔РІЯДиΥẶ ή
ϦοΜϥʻ

E
X
“
（客観的
事象）

# Υ ϥʻ
#カルテ（前㌻）チェック
#評価関数に基づくCJMイメージ

# το κ›ϩδˢ᾽ẁχ
ӡ Ϭνϐήτᶎ ˣ
# ϛϘΰοχ ἷỷ
# ῎

#Σẁ ρᴀ χάρʺ◘Μ Ϭ ︣τ Ψʻ
#◘Μ χЫТж˔ϬΣ᷉ϛβϥʻ
#ϺаІЕЪϱрЕπϷЭИ7χΣᴽ◓ϬФй
ЉрЕβϥʻ

# ẁχṜ ˢṎ Д˔Ќᴟˣ
#ⱧῇχϿІЕ ᴣ

М˔Е
（気持）

#ˮⱧ τϢΨʺΣẁ Ϭ ᵔΰθ
Μ˯
#ˮⱧ τϢΨʺ ẁχϱЮ˔ЅϬ
ОЌ˔рⱱμοΣΦθΜ˯

#ˮ ԁԊ Υ ˯
#ˮᾠ Υ αϥάρϬ μοϜϣ
Μʺḩἰ  χ ԁ τΰθΜ˯

#ˮО˔ЊЗиσ ẁψʺΣẁ χ◘Μ τΚ
ϥ˯
#ˮṜᴓχ ⅔ΥЪϱрЕ˯
#ˮϺаІЕЪϱрЕχ Ṫ ʻ︣♠Ϭ
Ποḇ Ϭ ΰθΜ˂˯

#ˮ ΰΜ◘Μ ΥΚμθσΚ˯
#ˮΜΜᵓ ΥπΦοϢΤμθ˯

ḇ
ЪϱрЕ

̙カルテの直感的なBI構成ˢϽжТ
Ϟ ΥΣΣΨʺЬИЫЭ30 π᾽ẁ
ᵔᴦ ˣ

̙第一印象と接客フレーズについて
のノウハウが充分に教育されている
こと

̙ ᴣḩ τṁξΨ Е˔ϼ
̙< 思い出消費> というコンセプト

̙事後評価の仕組みがあり、それは今後
の更なるサービス改善につながることが
キャストに理解される。
̙ ẁД˔ЌΥ ιρΜΞ ꜡ΥΚϥʻ

カスタマージャーニーマップ事例
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問題

「リアリティがない」
「即席人物では、メンバーとイメージが合わない」

「私たちは、小説家ではない」

※写真は、ミケランジェロ『アダムの創造』



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

・「ペルソナ＝エージェント」と見立て、S4をデザイン思考に連結する可能性

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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ソリューション（解決策）

①実在の人物もしくはキャラクターを活用する（Wikipedia 活用）

②GoogleForm アンケート
×㈱NTT データ数理システム「Text Mining Studio 」

③「ペルソナ＝エージェント」として、S4に連携する
※ペルソナに自律性を与える（動力を計量的に定義、そして創発）

※ペルソナの予定調和性を破壊する

S4は新事業創出に応用できるのではないか



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

・「エージェント」という考え方と、(株)そごう・西武の「わたしは、私。」の親和性

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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未来に向けて創造的に考える個人、自分にのみ基礎を持って冒険する主体
≒エージェント

西武・そごうの「わたしは、私。」
※メッセージ動画はココ

https://www.youtube.com/watch?v=BXE2Q_gzWKM


アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

・ダッシュボードやBIやCRMなど、データ分析の今に対する不満

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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問題・不満
（よく言われてイヤなこと）

「御社のデータの質と量次第です」



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

・AIとS4の特徴を整理（双方に共通する問題、および両立併存のイメージ）

ʾ ⱧỘЯДиχ ▀Ϭ ρΰθʺS4ϬᶋρΰθϵЀЄІГЭχᾋ︡Ϥ χ ꜘ
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■S4 ： 進化の総当たり方式/ 構築的/ 未来は現在から動的
に生成される

⇒変わる力を持つ

■AI ： 法則主義的/ 未来は過去を反復する

⇒変わらない力を持つ

S4とAIの特徴整理

S4とAIは、互いに異なる力を有しており、
楕円の２中心のように、両立併存のイメージを持てるのではないか



アジェンダ

１．7&i.HLDGs における新事業創出の取り組み

ʾ ⱧỘᵓּזᴅ ˮ ᶨϱЛЦ˔ЄдрWG˯χ

ʾ ⱧỘӛρΰοχТ˔ЖкІйІЕжр

ʾS4χ ʺΣϢόζάΤϣχṓξΦ

２．デザイン思考における問題

ʾЧиЊЗρϸІЌЫ˔Ѕа˔И˔ЫАФχ Ӫ ʾ ᴟρΜΞ₢ ὧḪ

ʾˮЧиЊЗ˹ϵ˔ЅϴрЕ˯ρᾋ οʺS4ϬДЃϱр◘―τ Ὣβϥᴦ

ʾˮϵ˔ЅϴрЕ˯ρΜΞ―Π ρʺ(ᶴ)ζέΞʾ χˮϩθΰψʺ♆ʻ˯χ

３．今後のS4の応用・発展可能性

ʾЍАЄвЩ˔ЖϞBIϞCRMσςʺД˔Ќ χ₈τ βϥ

ʾAIρS4χ Ϭ ˢ τẶ βϥ ʺΣϢό χϱЮ˔Ѕˣ

・新事業モデルの多産を目的とした、S4を核としたエコシステムの見取り図の提示
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ソリューション案（考え方）

単純管理
（闇鍋方式、雑煮）

≠単人管理

下部構造として、異なる事業者間の
データ流通・交換の

プラットフォームを作ればいいのではないか
※IDリレーションなどせず、和集合でいい
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ソリューション案（システム概念図）

上記実現に向けては、MVP として
「他社様のデータを使えばこそモデル精度が向上した実績」

を１つ作ることが必要

データ流通

・交換所

新事業モデル
※予測モデル、シミュ

レーションモデル

S4

AI※自社のデータが他社に
使用されるごとに課金


